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話題の本棚

人
間
性
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

　

退
屈
な
こ
と
で
も
我
慢
し
て
き
っ
ち
り
こ
な
す
の
が
エ
ラ
イ
と
い
う
認
識
は

明
ら
か
に
生
得
的
な
も
の
で
は
な
い
。
小
学
校
の
夏
休
み
を
思
い
返
し
て
も
、

八
月
最
後
の
一
週
間
ま
で
に
宿
題
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
人
な
ど
明
ら
か
に
少
数

派
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
漢
字
の
書
き
取
り
は
本
人
が
や
ら
な
い

と
意
味
が
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
感
覚
を
大
人
に
な
っ
て
も
忘
れ
ず
に
、
雑
務

と
呼
ぶ
べ
き
仕
事
も
真
面
目
に
や
っ
て
し
ま
う
の
は
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
徒

労
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
人
間
が
や
ら
な
く
て
も
、
機
械
を
使
え
ば
な
ん

と
か
な
る
よ
う
な
仕
事
は
機
械
に
任
せ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
書
は
、

そ
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
非
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
向
け
に
解
説
し
た
、
非
常

に
親
切
な
入
門
書
で
あ
る
。

　
雑
用
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

　

さ
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
よ
っ
て
機
械
に
仕
事
を
さ
せ
る
と
聞
く
と
何
と

な
く
大
変
そ
う
に
感
じ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
た
め
の
準
備
、
例
え
ば
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
の
用
意
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
書
き
方
の
勉
強
に
時
間
が
か
か
る
か
ら
、

結
局
自
分
の
手
で
や
っ
た
ほ
う
が
早
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
人
も
多
い
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
練
習
に
時
間
が
か
か
る
か
ら
自
転
車
に
乗
る
の
を
あ
き

ら
め
た
ほ
う
が
よ
い
と
言
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
一
度
覚
え
て
し
ま

え
ば
、
大
抵
の
雑
用
は
自
力
よ
り
も
か
な
り
速
く
こ
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
雑
務
の
処
理
程
度
な
ら
高
度
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
必
要
な
い
た
め
、
覚
え
る

た
め
の
労
力
も
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　

本
書
で
は
ま
ず
初
め
の
六
章
を
割
い
てPython

と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言

語
の
基
本
的
な
書
き
方
が
解
説
さ
れ
る
。
説
明
は
非
常
に
丁
寧
で
分
か
り
や
す

く
、
こ
の
部
分
だ
け
で
もPython

入
門
書
と
し
て
の
価
値
が
あ
る
。
そ
の
後
は

い
よ
い
よPython

を
用
い
て
様
々
な
作
業
を
自
動
で
行
う
方
法
の
解
説
で
あ
る
。

こ
の
部
分
は
例
え
ばExcel

の
処
理
、
電
子
メ
ー
ル
の
送
信
と
い
う
ふ
う
に
項

目
別
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
レ
シ
ピ
集
に
近
い
雰
囲
気
で

あ
る
。
紹
介
さ
れ
て
い
る
内
容
は
豊
富
で
あ
る
。
フ
ァ
イ
ル
の
操
作
な
ど
、
い

か
に
も
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
処
理
で
き
そ
う
な
も
の
か
ら
、
キ
ー
ボ
ー
ド
や
マ

ウ
ス
の
自
動
操
作
の
よ
う
に
ち
ょ
っ
と
難
し
そ
う
な
も
の
ま
で
解
説
さ
れ
て
い

る
。
重
要
な
の
は
ど
の
場
合
で
も
出
来
合
い
の
も
の
を
用
い
て
解
決
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
か
ら
十
ま
で
自
力
で
作
ら
ず
、
既
存
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
、

す
な
わ
ち
他
の
人
が
書
い
て
く
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
合
わ
せ
て
雑
務
を
処

理
し
て
ゆ
く
。
練
習
問
題
も
用
意
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
当
に
必
要
な
と
き
に

対
応
で
き
る
実
力
が
養
成
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
は
じ
め
よ
う

　

昨
今
、
高
度
な
人
工
知
能
に
よ
り
人
間
の
仕
事
が
奪
わ
れ
る
こ
と
が
危
惧
さ

れ
て
い
る
が
、
世
の
中
に
は
機
械
に
ぜ
ひ
奪
っ
て
ほ
し
い
仕
事
と
い
う
も
の
も

存
在
す
る
。
本
書
で
扱
わ
れ
る
課
題
は
そ
の
よ
い
例
だ
ろ
う
。
退
屈
な
仕
事
は

機
械
に
任
せ
て
、
人
間
は
人
間
ら
し
い
仕
事
を
し
よ
う
で
は
な
い
か
。
そ
の
た

め
に
、
簡
単
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
始
め
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。
本
書

が
よ
い
手
引
き
に
な
っ
て
く
れ
る
は
ず
で
あ
る
。�

（�

蕨
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退
屈
な
こ
と
はPython

に
や
ら
せ
よ
う

Al Sw
eigart

著
、
相
川
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三
訳

オ
ラ
イ
リ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
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話題の本棚

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
散
っ
た「
防
共
」の
夢

　

年
頃
の
男
子
は
須
ら
く
近
代
の
日
本
や
ド
イ
ツ
に
「
偏
っ
た
」
興
味
を
持
つ

の
で
は
な
い
か
と
密
か
に
思
っ
て
い
る
。
評
者
も
一
〇
代
の
頃
、
偶
然
関
岡
英

之
著
『
帝
国
陸
軍　

見
果
て
ぬ
「
防
共
回
廊
」』（
祥
伝
社
）
を
読
み
、
ユ
ー
ラ

シ
ア
大
陸
を
股
に
か
け
た
雄
大
な
戦
略
に
心
躍
ら
せ
た
。
し
か
る
に
、
関
岡
も

含
め
て
こ
う
い
う
文
脈
で
「
ユ
ー
ラ
シ
ア
」
が
絡
む
と
詳
し
い
の
は
非
専
門
家

が
多
く
、
こ
の
分
野
が
好
事
家
と
コ
ン
ビ
ニ
本
の
世
界
だ
と
思
っ
て
い
る
の
は

評
者
ば
か
り
で
は
な
い
は
ず
だ
。

　

本
書
は
日
独
伊
三
国
同
盟
（
昭
和
一
五
年
）
の
下
敷
き
に
な
っ
た
昭
和
一
一

年
の
日
独
防
共
協
定
の
意
義
を
対
ソ
共
同
戦
線
と
し
て
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
戦
略
か

ら
捉
え
な
お
す
一
般
書
体
裁
の
専
門
研
究
で
あ
る
。
著
者
の
田
嶋
は
独
中
関
係

の
権
威
で
『
ナ
チ
ズ
ム
極
東
戦
略
』（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
）
で
名
を
は
せ
た
。

し
か
し
、
著
者
は
「
日
本
史
家
」
で
は
な
く
、
本
書
は
著
者
曰
く
「
地
雷
原
を

行
軍
す
る
」
覚
悟
で
の
異
分
野
へ
の
参
戦
で
あ
る
。

　

本
を
開
く
と
目
を
瞠
る
の
は
著
者
の
カ
バ
ー
す
る
地
域
と
年
代
幅
の
広
さ
で

あ
る
。
ド
イ
ツ
専
門
家
ら
し
く
叙
述
は
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
の
黄
禍
論
と
日
本

側
の
三
国
干
渉
・
独
露
提
携
へ
の
警
戒
感
か
ら
始
ま
る
。
第
一
次
大
戦
で
は
ド

イ
ツ
は
日
本
を
含
む
連
合
国
の
植
民
地
に
独
立
工
作
を
行
い
、
そ
の
過
程
で
英

露
の
グ
レ
ー
ト
ゲ
ー
ム
の
舞
台
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
、
日
本
の
金
城
湯
池
満
州

ま
で
も
が
工
作
対
象
と
な
る
。
そ
ん
な
中
ド
イ
ツ
の
東
漸
に
い
ち
早
く
目
を
付

け
た
の
は
「
祭
政
一
致
」
で
悪は

や
し
せ
ん
じ
ゅ
う
ろ
う

名
高
い
あ
の
人
だ
っ
た
。
日
本
も
シ
ベ
リ
ア
出

兵
を
経
て
内
陸
ア
ジ
ア
へ
の
注
目
は
高
ま
り
戦
史
編
纂
で
有
名
な
谷
寿ひ

さ
お夫
や
陰

謀
家
橋
本
欣
五
郎
ら
も
動
き
出
す
。
イ
ス
ラ
ム
世
界
へ
の
ト
ル
コ
の
影
響
力
や

ソ
連
対
策
と
し
て
の
日
本
―
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
提
携
な
ど
戦
間
期
の
国
際
関
係
を

丹
念
に
拾
い
つ
つ
、
叙
述
は
三
〇
年
代
へ
と
進
む
。

　

満
州
国
建
国
後
、
広
田
弘
毅
主
導
の
「
防
共
外
交
」
が
進
展
し
、
さ
ら
に
第

三
帝
国
建
国
後
の
ド
イ
ツ
で
は
旧
敵
国
の
日
本
を
対
ソ
連
で
共
闘
す
る
盟
邦
と

す
る
読
み
替
え
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
「
防
共
」
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
拡
張
す
る

こ
と
は
出
来
ず
、
日
独
提
携
の
焦
点
は
地
政
学
的
な
要
衝
の
ア
フ
ガ
ン
を
友
好

国
と
し
、
日
独
（
独
満
）
航
空
便
を
就
航
さ
せ
る
こ
と
に
う
つ
る
。
し
か
し
日

中
戦
争
に
よ
り
中
国
本
土
が
戦
闘
空
域
化
す
る
中
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
日

本
の
駐
在
武
官
が
追
放
さ
れ
、
日
独
直
接
提
携
は
画
餅
に
帰
し
た
。
三
国
同
盟

ど
こ
ろ
か
独
ソ
不
可
侵
条
約
以
前
に
日
独
提
携
が
破
綻
し
て
い
た
と
い
う
結
論

は
東
大
の
酒
井
哲
哉
が
言
う
よ
う
な
「
防
共
と
い
う
言
説
」
に
牽
引
さ
れ
た
戦

間
期
外
交
の
失ミ

ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク

わ
れ
た
環
を
間
違
い
な
く
提
示
で
き
て
い
る
。

　

前
述
の
通
り
著
者
は
練
達
の
研
究
者
だ
が
、
あ
と
が
き
に
見
せ
る
気
負
い
は

す
さ
ま
じ
い
。「
日
本
政
治
外
交
史
の
正
統
的
な
学
問
著
作
」
を
「
吉
川
弘
文

館
」
で
出
版
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
人
は
多
い
だ
ろ
う
が
、
有
言
実
行
す
る

人
は
初
め
て
見
た
。
た
だ
そ
れ
は
皮
相
上
滑
り
で
は
な
く
、
本
書
の
テ
ー
マ
が

「
学
問
」
と
し
て
如
何
に
回
避
さ
れ
て
き
た
の
か
の
証
左
な
の
だ
ろ
う
。
本
年

も
田
嶋
ら
に
よ
り
ド
イ
ツ
の
ア
ジ
ア
政
策
の
専
門
書
が
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
よ
う
な
「
危
な
い
」
テ
ー
マ
の
次
作
も
鶴
望
し
た
い
。�（�
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対
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略

�

日
独
防
共
協
定
と
ユ
ー
ラ
シ
ア
政
策

田
嶋
信
雄
著

吉
川
弘
文
館
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　もし恋に美しい別れ方が
あるとしたら、それはどん
な物語だろうか。互いを尊
敬し、未来を祈り、しかし
もう二度と交わることのな
い運命を受け入れる。そん
な別れが出来る男女はどう
いう心境なのだろうか。
　本書は日本を代表する書簡体小説であり、
全編が二人の手紙のやり取りから構成されて
いる。電話が普及し手紙が衰退する中で、そ
れでも著者が書簡体小説に拘ったのは、手紙
でしか表現されない言葉があるからだ。
　それこそが別れた男女の言葉であった。一
人の人間のために伝える、悔恨と哀愁。幸福
だった生活が終わり、十年の時を経て送り合
う往復書簡。事故を切っ掛けに二人は別れ、
女は再婚し、男はヒモになった。直接会うこ
とでは表現できない言葉が、二人に手紙を書
かせた。過去に囚われて前に進めない双方が、
手紙を通してゆっくりと未来に目を向けてい
く。あの時言えなかった言葉を、流れてきた
歳月を、そして自分が今どこにいるのかを、
二人は手紙に綴っていく。そこには行き場の
なかった言葉が、時を経てようやく互いに届
いていく様子が描かれている。
　別れの物語と聞いた時、読者は寂寥感を抱
くかもしれない。しかし本書を一読して思う
のは、青春小説とは違った意味での清爽感だ。
悲しさや物寂しさはあるけれど、愛するとい
うことを出会いの美しさだけでなく、別れの
美しさにも見出せる本書は不思議と読後に光
明を示してくれる。二人は愛がないから別れ
るのではない、愛があるから別れるのだ。失
恋の傷を持つ人へ、鴨川の片隅で風に揺られ
ながら淡い恋愛物語を読んでみてはいかがだ
ろうか。� （�きもの ）
� （270頁　税込529円）

錦繡
宮本輝著
新潮文庫

手紙
〈特集〉

　

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
休
み
の
間
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。
最
近
は
メ
ー
ル
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
連
絡
を
取
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で

手
紙
な
ど
書
か
な
い
と
い
う
人
も
多
い
と
聞
き
ま
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
い

る
貴
方
は
手
紙
派
・
メ
ー
ル
派
ど
ち
ら
な
の
で
し
ょ
う
。
と
い
っ
て
も
手

紙
と
い
う
も
の
は
読
ん
で
く
れ
る
相
手
が
い
な
け
れ
ば
始
ま
ら
ぬ
も
の
、

と
い
う
こ
と
で
ま
ず
は
評
者
の
選
ん
だ
「
手
紙
」
た
ち
を
読
ん
で
下
さ
い

ま
せ
。
御
返
事
は
読
者
カ
ー
ド
で
、
一
枚
綴
っ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ

ま
す
。
体
調
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
お
気
を
つ
け
て
。
敬
具
。�

（�

ね
こ 

）
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　《女は俺の成熟する場所
だった。書物に傍点をほど
こしてはこの世を理解して
行こうとした俺の小癪な夢
を一挙に破ってくれた。》
《言うまでもなく俺は自殺
のまわりをうろついてい
た。》《君は解るか、余計者もこの世に断じて
生きねばならぬ。》《俺は別に君を尊敬しては
いない、君が好きだというだけで俺にはもう
充分に複雑である。》
　「様々なる意匠」で批評界に登場して3年目
の1932年、30歳の小林秀雄が「君」に宛てて
書いたのが、本書に収められた30頁あまりの
「Ｘへの手紙」である。批評、告白小説、随
筆のいずれとも決めがたいこのテクストには、
批評の神様でも、ましてや入試の死神でもな
い、生身の人間の強烈な煩悶の痕跡がある。
恋愛、言語、歴史、政治、思想について、彼
の言葉が溢れ出し、ことごとく箴言となる。
私は、かくも一語一語が精読に堪える文章を
他に知らない。というより、かくも精読を求
める表情をした文章を他に知らない。面と向
かっては言えない心情を吐露させる魔力を持
った媒体としての手紙、その極めつけの特異
な力がここに現れているように思われるのだ。
　一生涯の可能性と不可能性の全てを蔵した
若き日の一作、という幻めいたものがあると
すれば、小林秀雄にとってのそれは間違いな
くこの手紙であろう。彼のことを知らない人
も、嫌悪する人も、敬遠する人も、熱愛する
人も、ぜひ（何度でも）読んでほしい。Ｘと
は、未来の全ての人々だと私は信じるから。
《俺のような人間にも語りたい一つの事と聞
いて欲しい一人の友は入用なのだという事を
信じたまえ。――これは俺の手紙の結論だ。》�
� （�春海 ）
� （391頁　税込637円）

Ｘへの手紙・私小説論
小林秀雄著

新潮文庫

　ある日、好きなアーティ
ストのライブを見に行き大
いに楽しんだ。しかし後日、
そのライブの素晴らしさを
友人に語ろうとしても、そ
れはいくら言葉を重ねても
――もしくは重ねれば重ね
るほど――言い尽くせず「何か違う」……例
えばそんな経験をしたことは誰しもあるだろ
う。ライブ中に感じた没入感を、後に言葉で
表そうとしても無力感に襲われてしまう。
　こうした言葉と言葉によって表されるもの
との間の乖離は、上の場合のように主観的な
感情を言い表そうとする時は起こりやすそう
に思える。しかしもしこの乖離が、例えば身
の回りにある客観的なものを言い表そうとす
る時にも起こってしまったら？　目の前の赤
く丸い果物を「りんご」と呼べない、または
そう呼びきれない何かが残ってしまうなら？　
言葉を以てして何かを言い表すこと自体が不
可能になのではないかと思えてくる。
　本書に付録されている短編『チャンドス卿
の手紙』は、そんな言語の表現不可能性に直
面し文学活動を続けられなくなった詩人チャ
ンドスの記した弁明の書という体裁をとった
作品だ。以前までは、身の回りのもの（世
界）に対してライブの例で記したような一体
感を覚えていたチャンドスだが、ある日から
そうした一体感は失せてしまう。そして世界
は言葉で名付けることができない、余所余所
しく不気味なものの集合として彼を圧倒し、
絶望へと追い込む。その絶望の中、詩人はど
のような希望を見出すのか。言語の表現不可
能性を言語で表現し、何とかして言語に希望
を見出そうとする詩人の切迫しつつ逆説的な
試みは、私たちにも言語そのものを捉えなお
す契機を与えてくれるだろう。� （�ニコ ）
� （391 頁　税込 713 円）

ホフマンスタール詩集
ホフマンスタール著　川村二郎訳

岩波書店
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　手紙を書くのが大変、と
か何を書けばよいかわから
ない、という悩みをよく聞
く。書く相手の顔を思い浮
かべ、何をどのように書く
か推敲する。それは本を書
くのにも似た作業である。
それでは作家たちはどのような手紙を書いて
いたのだろう。そんな疑問を持った時には本
書を読むとよいかもしれない。
　本書には明治～昭和の文豪たちの書簡がエ
ピソードとともに収められている。夏目漱石
の愚痴の手紙、倉田百三の恋文、宮沢賢治の
売り込み状、志賀直哉の作品評など様々な手
紙があり、その多くはあまり知られていない
ものだそうだ。「肉筆」ということで、カラ
ーページに手紙の写真も載せられている。
　それらの文面を見るに、文章は作家のもの
らしく達筆だが、面白いのは手紙の写しから
見て取れる字体の特徴である。なかなか読み
にくく、また塗り潰して消したり、余白に修
正の書き込みをしたりしていて試行錯誤の跡
が伺える。作家たちも手紙を書くのに苦労し
ていたのではなかろうか。手紙には書く人の
人柄が滲み出るという。本書に載せられた手
紙からは作家当人の人間臭さのようなものが
読み取れる。
　一方、本書では作家の手紙を集めようとす
る人々の、醜さともいえるような人間臭さも
垣間見える。著者は古書店経営の傍ら、それ
ら作家の手紙を蒐集していた。掲載されてい
る手紙の中にはオークションで落札したもの
もあり、また著者自身も所蔵の手紙を蒐集家
に売却したと語る。そしてオークション中の
蒐集家同士の諍いのエピソードも語られてい
る。その点で本書は、手紙を巡る「物語」と
言っても過言ではないだろう。� （�ねこ ）
� （296 頁　税込 2160 円）

肉筆で読む作家の手紙
青木正美著
本の雑誌社

ルソー・コレクション 文明
ジャン=ジャック・ルソー著

白水社

　地震が稀有なヨーロッパ
世界にとって 1755 年のリ
スボン大地震は思想におい
ても地殻変動をもたらした。
その具体例としてしばしば
挙げられるのが、ヴォルテ
ールの文学作品である「リ
スボンの災害についての詩」と『カンディー
ド』だ。ヴォルテールはそれらに、従来の思
潮であったライプニッツ＝ポープ流の「この
現実の世界はあらゆる可能な世界のうちで最
善の世界である」という楽天主義＝最善説
（オプティミズム）への激烈な揶揄を込めた。
それに比べると、ヴォルテールの知人でもあ
ったルソーが本書所収の「ヴォルテール氏へ
の手紙」でヴォルテールに反論し、オプティ
ミズムを擁護したことはあまり知られていな
いかもしれない。
　ヴォルテールは地震の被害という不幸ある
いは悪を不条理として受けとめて嘆き悲しみ、
神の摂理による合理化を拒んだ。それに対し
てルソーは不幸の原因を人間社会に見出す。
「自然のほうからすれば、なにもそこに 7階
や 8階建の家を 2万軒も集中させることはま
ったくなかった」という指摘は、一貫して自
然と文明の関係について問うてきた哲学者で
あるルソーの面目躍如たるところだろう。神
への信仰とこの被造世界へのオプティミズム
は、ルソーに慰めと希望と、人間に由来する
悪を直視する強さを与えたのである。
　ルソーの手紙は時空を超えて、この地震頻
発列島に生きる私たちへも宛てられている。
たとえば、1度目の地震の直後に遠くに避難
しなかった人々の多くがそのせいで後に命を
失い、さらには命の価値を自ら貶めた、とい
う辛辣な批判に対して、私たちはいかに応答
できるだろうか。� （�霊人 ）
� （317 頁　税込 3240 円）
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新
刊
コ
ー
ナ
ー

夢
見
る
少
年
の
昼
と
夜

福
永
武
彦
著

小
学
館
Ｐ
＋
Ｄ　

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｓ

　
「
純
文
学
」
と
聞

く
と
、
私
は
い
つ
も

福
永
武
彦
の
こ
と
を

想
う
。
限
り
な
く
繊

細
で
、
理
知
的
で
、

生
真
面
目
で
、
そ
れ
で
い
て
時
に
大
胆
で
、
実
験
的

な
昭
和
の
作
家
。
新
潮
社
版
の
全
集
の
帯
に
「
孤
独

と
愛
と
死
と
藝
術
を
凝
視
し
つ
づ
け
た
」
と
謳
わ
れ

て
い
る
の
だ
が
、
こ
う
し
た
文
句
が
全
く
誇
張
と
も

滑
稽
と
も
感
じ
ら
れ
ぬ
よ
う
な
作
家
。
中
期
の
一
四

の
短
編
を
選
ん
だ
本
書
は
、
そ
ん
な
福
永
の
世
界
に

出
会
う
た
め
の
絶
好
の
入
口
と
な
ろ
う
。

　

表
題
作
「
夢
見
る
少
年
の
昼
と
夜
」
は
、
あ
る
小

学
生
の
空
想
の
世
界
を
素
直
な
文
体
で
描
い
た
作
品

だ
。
少
年
は
、
鳩
時
計
の
さ
え
ず
り
に
合
わ
せ
て
、

お
ま
じ
な
い
を
す
る
。「
愛
チ
ャ
ン
ニ
会
イ
タ
イ

…
…
。」
彼
は
ま
た
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
を
読
む
お
ま

せ
で
、
周
り
の
大
人
た
ち
を
密
か
に
神
話
の
登
場
人

物
に
擬
し
て
も
い
る
。
だ
が
、
そ
ん
な
彼
の
夢
見
は
、

単
に
無
邪
気
で
明
る
い
だ
け
で
は
な
く
、
人
間
の
暗

声
を
か
け
る

高
石
宏
輔
著

晶
文
社

　

は
じ
め
て
会
う
他

人
か
ら
ど
う
見
ら
れ

て
い
る
の
か
、
ふ
と

考
え
て
み
る
。
学
歴

も
な
く
身
分
も
な
い

匿
名
の
人
間
と
し
て
他
者
の
前
に
立
っ
た
時
、
あ
な

た
は
ど
ん
な
印
象
を
与
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
街
ゆ
く

雑
踏
の
中
で
、
そ
れ
で
も
認
め
て
く
れ
る
他
者
を
望

む
な
ら
、
こ
の
本
を
読
ん
で
み
る
と
い
い
。

　

ナ
ン
パ
師
で
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
で
あ
る
著
者
が
書
く

初
め
て
の
小
説
。
自
信
が
な
く
て
内
省
的
な
主
人
公

が
、
自
分
自
身
を
変
え
た
く
て
、
声
を
か
け
る
。
友

達
に
な
り
た
い
わ
け
で
も
セ
ッ
ク
ス
に
持
ち
込
み
た

い
わ
け
で
も
な
い
。
自
ら
が
他
人
に
ど
う
反
応
さ
れ

る
か
が
知
り
た
く
て
、
彼
は
女
性
を
誘
う
。
他
人
を

知
り
合
い
に
変
え
て
い
け
る
技
術
、
無
数
の
す
れ
違

い
を
出
会
い
に
変
え
る
力
さ
え
あ
れ
ば
、
彼
は
変
わ

れ
る
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
い
く
ら
出
会
い
を
重

ね
て
も
同
じ
よ
う
な
欠
落
を
抱
え
た
女
性
と
し
か
出

会
え
ず
、
彼
の
心
は
満
た
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

彼
は
徐
々
に
ナ
ン
パ
が
う
ま
く
な
っ
て
い
く
が
、寂

し
さ
は
紛
れ
な
い
。「
誰
も
あ
な
た
の
お
母
さ
ん
に
な
れ

な
い
の
」。一
夜
を
共
に
し
た
女
性
の
言
葉
が
脳
裏
に
響

く
。菩
薩
の
よ
う
に
自
分
を
許
し
、母
親
の
よ
う
に
包
ん

で
く
れ
る
人
が
欲
し
か
っ
た
。し
か
し
寂
し
さ
か
ら
生

ま
れ
た
必
然
性
の
な
い
繋
が
り
は
、寂
寥
の
中
で
し
か

成
り
立
た
ず
、幸
せ
に
な
っ
た
ら
崩
壊
す
る
関
係
だ
っ
た
。

　

本
作
品
は
大
人
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
間
の
儚
さ

と
、
そ
れ
へ
の
も
が
き
が
描
か
れ
て
い
る
。
孤
独
を

埋
め
合
わ
せ
る
た
め
に
、
他
人
を
利
用
し
て
は
な
ら

な
い
。
し
か
し
分
か
っ
て
い
て
も
他
人
を
求
め
る
彼

の
葛
藤
は
、
大
人
に
な
り
き
れ
な
か
っ
た
大
人
た
ち

の
青
春
の
憐
憫
な
の
か
も
し
れ
な
い
。�

（�

き
も
の 

）

�

（
四
一
七
頁　

税
込
一
八
三
六
円　

7
月
刊
）

い
部
分
に
行
き
当
た
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
縁
日
の

深
夜
、
愛
ち
ゃ
ん
に
会
い
に
出
か
け
た
少
年
は
…
…
。

そ
の
底
に
深
淵
を
湛
え
た
人
間
の
内
面
、
そ
れ
は
福

永
の
諸
作
を
貫
く
第
一
の
主
題
に
他
な
ら
な
い
。

　

そ
の
他
、
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
の
作
家
の
顔
が
見

ら
れ
る
「
心
の
中
を
流
れ
る
河
」
や
北
国
の
抒
情
と

虚
無
を
描
く
「
世
界
の
終
り
」、『
今
昔
物
語
集
』
の

翻
案
も
の
で
あ
る
「
鬼
」
な
ど
を
収
め
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
福
永
は
、
加
田
伶
太
郎
の
筆
名
で
探

偵
小
説
を
、
船
田
学
の
筆
名
で
小
説
を
書
い
て
も
い

る
。
興
味
の
あ
る
向
き
に
は
、
本
書
と
同
じ
小
学
館

の
レ
ー
ベ
ル
か
ら
五
月
に
出
版
さ
れ
た
『
加
田
伶
太

郎
作
品
集
』
も
お
薦
め
す
る
。�

（�

春
海 

）

�

（
四
九
六
頁　

税
込
七
〇
二
円　

4
月
刊
）
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著
者
は
、
未
だ
現

代
の
抱
え
る
歪
み
を

一
身
で
象
徴
す
る
パ

レ
ス
チ
ナ
に
、
一
九

四
〇
年
代
末
に
生
ま

れ
た
現
代
ア
ラ
ビ
ア
語
文
学
の
要
の
一
人
で
、
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
で
も
あ
る
。
そ
の
影
響
力
の
強
さ
か
ら
、

三
〇
代
半
ば
の
若
さ
で
殺
害
さ
れ
た
彼
の
邦
訳
選
集

ハ
イ
フ
ァ
に
戻
っ
て
／
太
陽
の
男
た
ち

ガ
ッ
サ
ー
ン
・
カ
ナ
フ
ァ
ー
ニ
ー
著

河
出
文
庫

が
今
回
、
単
行
本
と
し
て
の
復
刊
を
経
て
文
庫
に
な

っ
た
。

　

表
題
と
な
っ
て
い
る
「
太
陽
の
男
た
ち
」
は
、
イ

ラ
ク
か
ら
ク
ウ
ェ
ー
ト
へ
密
入
国
を
図
っ
た
四
人
の

男
た
ち
を
描
く
中
編
で
あ
る
。
そ
の
背
景
の
も
つ
重

み
の
そ
れ
以
上
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
男
た
ち
の
過
去
と

そ
の
結
末
が
、
非
常
に
大
き
な
力
を
も
っ
て
迫
っ
て

く
る
。「
ハ
イ
フ
ァ
に
戻
っ
て
」
で
は
、
シ
オ
ニ
ズ

ム
の
嵐
吹
き
荒
れ
る
ハ
イ
フ
ァ
か
ら
子
を
残
し
逃
げ

出
し
た
夫
婦
を
介
し
、「
故
郷
」
を
失
っ
た
ア
ラ
ブ

人
の
姿
を
映
し
出
す
。

　

現
代
ア
ラ
ビ
ア
文
学
の
要
の
名
に
違
わ
ず
、
背
景

と
な
っ
て
い
る
社
会
的
な
問
題
に
対
し
て
、
そ
の
筆

致
が
十
分
に
肉
薄
し
て
い
る
。
作
中
に
お
け
る
人
々

の
発
言
は
、
著
者
自
身
の
言
葉
で
あ
る
と
と
も
に
当

事
者
の
も
つ
言
葉
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
故
郷
を
失
っ

た
人
々
の
悲
哀
、
傷
つ
け
ら
れ
た
誇
り
、
そ
し
て
失

わ
れ
た
も
の
へ
の
郷
愁
が
、
情
景
描
写
に
す
ら
こ
び

り
つ
く
よ
う
だ
っ
た
。

　

物
語
に
は
日
本
国
内
で
復
刊
さ
れ
る
の
に
は
そ
れ

な
り
の
理
由
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
文
庫
と
い
う

媒
体
で
本
書
を
手
に
と
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
歓

迎
す
る
べ
き
だ
。
こ
の
よ
う
な
物
語
に
触
れ
る
こ
と

が
、
報
道
に
は
持
つ
こ
と
の
難
し
い
、
当
事
者
の
見

る
景
色
の
み
含
ま
れ
る
心
象
に
接
近
で
き
る
、
類
稀

な
機
会
な
の
だ
か
ら
。�

（�

ト
ロ 

）

�

（
二
九
二
頁　

税
込
九
五
〇
円　

6
月
刊
）

デ
カ
メ
ロ
ン 

上
中
下

ボ
ッ
カ
ッ
チ
ョ
著　

平
川
祐
弘
訳

河
出
文
庫

　

社
会
が
緊
張
す
る

と
性
表
現
へ
の
規
制

が
厳
し
く
な
る
。
女

性
は
出
来
る
限
り
露

出
を
避
け
、
エ
ッ
チ

な
漫
画
に
は
苦
情
が
殺
到
し
、
青
少
年
に
無
害
な
芸

術
作
品
だ
け
が
奨
励
さ
れ
る
。
抑
圧
的
な
社
会
は
人

間
の
余
裕
を
否
定
す
る
。
そ
ん
な
時
は
、
世
界
的
名

作
『
デ
カ
メ
ロ
ン
』
を
読
ん
で
み
て
は
如
何
。

　

一
四
世
紀
に
書
か
れ
、
イ
タ
リ
ア
文
学
を
代
表
し

誰
も
が
題
名
を
知
っ
て
い
る
本
書
。
古
典
と
い
え
ば

堅
苦
し
い
イ
メ
ー
ジ
に
な
り
が
ち
で
あ
る
が
、
本
書

は
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
喜
劇
・
悲
劇
の
中
で
、
人
間

的
欲
望
の
解
放
が
現
れ
て
い
る
。

　

舞
台
は
一
四
世
紀
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
。
黒
死
病
が

流
行
し
恐
怖
に
慄
く
市
中
か
ら
脱
出
し
た
男
女
一
〇

名
が
時
間
つ
ぶ
し
に
一
人
一
話
の
物
語
を
話
す
と
い
う

構
成
だ
。
一
〇
日
間
で
百
物
語
に
な
る
本
書
は
、
冒

険
物
語
や
因
果
応
報
も
の
、
数
ペ
ー
ジ
の
短
編
か
ら

重
厚
な
長
編
な
ど
多
様
な
物
語
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

物
語
の
内
容
は
近
代
に
生
き
て
い
る
我
々
か
ら
は

想
像
を
絶
す
る
展
開
が
多
い
。
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
ル
リ

が
描
き
本
書
の
表
紙
と
も
な
っ
た
第
五
日
第
八
話
は
、

二
頭
の
犬
に
惨
殺
さ
れ
る
女
性
を
見
る
こ
と
で
、
結

婚
を
決
意
す
る
女
性
の
不
思
議
な
物
語
で
あ
る
。
ま

た
第
五
日
第
一
〇
話
は
性
交
渉
を
し
な
い
夫
婦
が
浮

気
を
し
、
美
少
年
を
と
り
あ
う
と
い
う
奇
想
天
外
な

落
ち
で
あ
る
。

　

読
ん
で
い
る
と
一
つ
一
つ
の
物
語
に
笑
っ
た
り
顔

を
し
か
め
た
り
す
る
男
女
の
光
景
が
目
に
浮
か
ぶ
。

た
と
え
時
代
が
混
迷
を
迎
え
て
も
、
人
間
は
笑
顔
で

い
た
い
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
最
近
余
裕
が
足
り

な
い
人
へ
、
鴨
川
デ
ル
タ
で
僕
ら
の
百デ

カ
メ
ロ
ン

物
語
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。�

（�

き
も
の 

）

�

（
税
込
各
一
〇
八
〇
円　

4
月
刊
）
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百
年
の
散
歩

多
和
田
葉
子
著

新
潮
社

　
「
遊
歩
の
際
に
、

空
間
的
に
も
時
間
的

に
も
は
る
か
遠
く
の

も
の
が
、
い
か
に
今

の
風
景
と
瞬
間
の
な

か
に
侵
入
し
て
く
る
か
は
周
知
の
通
り
だ
」。
九
〇

年
ほ
ど
前
に
そ
う
記
し
た
の
は
思
想
家
ベ
ン
ヤ
ミ
ン

で
あ
っ
た
。
本
書
は
、
カ
ン
ト
通
り
や
カ
ー
ル
・
マ

ル
ク
ス
通
り
な
ど
ベ
ル
リ
ン
に
実
在
す
る
通
り
の
名

を
題
名
に
冠
し
た
一
〇
篇
か
ら
な
る
短
編
集
だ
。
そ

の
一
〇
篇
は
、
筆
者
自
身
が
一
人
の
遊
歩
者
と
し
て

描
い
た
街
の
ス
ケ
ッ
チ
で
あ
り
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
が
記

し
た
よ
う
な
、
時
空
を
超
え
る
伸
び
や
か
な
想
像
力

に
溢
れ
て
い
る
。
ま
さ
し
く「
百
年
の
散
歩
」で
あ
る
。

　

そ
ん
な
筆
者
の
文
学
的
散
歩
は
何
気
な
い
も
の
の

描
写
か
ら
始
ま
る
。
通
り
に
あ
る
看
板
、
区
役
所
の

壁
、
店
先
に
並
ん
だ
花
…
…
そ
れ
ら
か
ら
な
る
当
た

り
前
の
日
常
に
、
筆
者
は
言
語
遊
戯
に
よ
っ
て
裂
け

目
を
入
れ
て
い
く
。
喫
茶
店
が
「
奇
異
茶
店
」
に
な

れ
ば
、
ス
カ
ー
ト
は
「
米
寿
」
色
に
な
る
し
、
私
た

ち
は
「
藍
フ
ォ
ン
」
を
手
放
さ
な
い
。
筆
者
は
相
異

な
る
イ
メ
ー
ジ
や
言
葉
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
。
そ
し

て
そ
の
結
束
点
に
お
い
て
、
つ
ま
り
言
語
と
言
語
の

間
に
お
い
て
た
ゆ
た
う
こ
と
で
日
常
を
解
体
し
、
私

た
ち
の
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
言
語
感
覚
を
捉
え
な
お

し
て
ゆ
く
。
そ
の
よ
う
に
絶
え
ず
揺
れ
動
く
視
線
は

遊
歩
者
の
そ
れ
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
の
視
線

が
、
冷
戦
時
に
東
西
に
分
割
さ
れ
た
都
市
で
あ
る
ベ

ル
リ
ン
の
歴
史
、
い
や
「
轢
死
」
に
向
き
合
う
時
、

単
な
る
言
葉
遊
び
の
域
を
超
え
て
、
私
た
ち
の
生
活

感
覚
全
体
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
。

　

周
り
の
も
の
が
普
段
見
せ
な
い
様
相
を
、
散
歩
者

の
目
は
捉
え
る
。
ぶ
ら
つ
い
て
い
れ
ば
そ
ん
な
新
鮮

な
出
会
い
が
自
然
と
訪
れ
る
は
ず
だ
。�

（�

ニ
コ 

）

�

（
二
四
六
頁　

税
込
一
八
三
六
円　

3
月
刊
）

　

今
年
三
月
の
卒
業

式
で
山
極
総
長
は
京

都
大
学
に
は
「
対
話

を
根
幹
と
し
た
自
由

の
学
風
」
の
伝
統
が

あ
る
と
言
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
学
風
に
憧
れ
て
京
大

を
志
し
た
読
者
も
多
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
「
自
由
」

と
は
何
の
自
由
で
あ
る
の
か
、
そ
の
根
幹
に
あ
る
と

さ
れ
る
「
対
話
」
と
は
何
だ
ろ
う
か
、
そ
も
そ
も
大

学
や
学
問
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
。

　

哲
学
者
三
木
清
の
大
学
・
学
問
に
関
す
る
著
作
を

集
め
た
本
書
は
こ
の
よ
う
な
問
題
を
真
剣
に
考
え
る

上
で
意
義
深
い
。
真
理
の
探
究
の
た
め
に
大
学
で
は

研
究
の
自
由
が
認
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ

は
研
究
の
共
同
と
共
に
あ
っ
て
初
め
て
意
味
を
持
つ

の
で
あ
り
、
綜
合
大
学
の
存
在
す
る
意
義
も
そ
こ
に

あ
る
と
三
木
は
言
う
。
真
理
の
探
究
と
い
う
使
命
故

に
理
論
的
・
科
学
的
精
神
を
求
め
ら
れ
る
大
学
は
、

社
会
と
の
隔
絶
や
非
現
実
性
を
非
難
さ
れ
が
ち
で
あ

る
が
、
こ
の
精
神
は
国
策
や
技
術
と
対
立
す
る
も
の

で
は
な
く
、
む
し
ろ
両
者
の
弁
証
法
的
統
合
こ
そ
が

大
学
に
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
社
会
と
の
没
交
渉
と

技
術
軽
視
の
き
ら
い
の
あ
る
人
文
主
義
と
も
異
な
り
、

三
木
は
そ
の
時
代
の
現
実
的
問
題
を
出
発
点
と
す
る

こ
と
を
な
に
よ
り
も
重
視
す
る
。
本
書
で
は
、
大
学
、

学
問
、
理
論
、
科
学
、
制
度
、
教
育
、
学
生
等
に
つ

い
て
の
当
時
の
問
題
を
通
し
た
三
木
の
論
が
展
開
さ

れ
、
彼
の
大
学
・
学
問
観
が
明
ら
か
に
な
る
。

　

一
九
四
五
年
に
没
す
る
ま
で
あ
の
激
動
の
時
代
を

生
き
、
戦
後
世
界
を
見
る
こ
と
の
な
か
っ
た
三
木
で

あ
る
が
、
彼
の
論
は
驚
く
ほ
ど
現
実
味
を
持
っ
て
二

〇
一
七
年
を
生
き
る
我
々
に
訴
え
て
く
る
。
学
生
と

し
て
、
京
大
生
と
し
て
、
大
学
や
学
問
に
つ
い
て
一

度
深
く
考
え
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。�

（�

カ
イ 

）

�

（
三
二
〇
頁　

税
込
一
七
二
八
円　

4
月
刊
）

三
木
清
大
学
論
集

大
澤
聡
編

講
談
社
文
芸
文
庫
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い
ま
さ
ら
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
？

杉
本
大
一
郎
著　

パ
リ
テ
ィ
編
集
委
員
会 

（
大
槻
義
彦
責
任
編
集
）編

丸
善
出
版

　

エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
と

い
う
単
語
の
意
味
は

知
ら
な
く
と
も
、
ど

こ
か
で
耳
に
し
た
こ

と
の
あ
る
人
も
多
い

だ
ろ
う
。
あ
る
と
き
は
乱
雑
さ
、
ま
た
あ
る
と
き
は

情
報
の
量
の
尺
度
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
の
概
念
だ
が
、

そ
の
源
泉
は
熱
力
学
に
あ
る
。
こ
の
文
脈
で
の
エ
ン

ト
ロ
ピ
ー
に
は
さ
ほ
ど
哲
学
的
な
響
き
は
な
い
。
例

え
ば
、
よ
く
聞
く
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
増
大
則
も
、
低
温

の
物
体
か
ら
熱
を
取
り
出
し
、
そ
れ
よ
り
も
高
温
の

物
体
を
温
め
る
こ
と
は
タ
ダ
で
は
で
き
な
い
と
い
う

内
容
を
言
い
換
え
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
確
か
に
直

感
的
に
は
わ
か
り
に
く
い
量
だ
が
、
知
っ
て
い
る
人

に
と
っ
て
は
「
い
ま
さ
ら
」
と
い
っ
た
感
じ
は
否
め

な
い
。

　

し
か
し
、
そ
れ
は
平
衡
状
態
、
す
な
わ
ち
巨
視
的

な
変
化
が
な
い
状
態
を
相
手
に
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
非
平
衡
状
態
を
考
え
る

場
合
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
を
実

感
で
き
る
の
が
本
書
で
あ
る
。
百
ペ
ー
ジ
程
度
の
小

著
で
あ
る
が
、
内
容
は
非
常
に
豊
富
だ
。
平
衡
熱
力

学
で
の
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
の
復
習
か
ら
始
ま
り
、
非
平

衡
状
態
で
の
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
の
生
成
の
議
論
に
入
っ

て
ゆ
く
。
更
に
は
時
間
ス
ケ
ー
ル
の
議
論
や
重
力
の

存
在
下
で
の
平
衡
状
態
の
安
定
性
な
ど
の
ト
ピ
ッ
ク

が
簡
潔
に
紹
介
さ
れ
る
。
決
し
て
初
心
者
向
き
の
や

さ
し
い
本
と
い
う
訳
で
は
な
い
が
、
熱
力
学
と
統
計

力
学
の
知
識
が
あ
れ
ば
読
み
進
め
る
こ
と
が
で
き
る

は
ず
で
あ
る
。

　

総
じ
て
熱
力
学
に
お
け
る
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
と
い
う

概
念
の
深
淵
を
垣
間
見
せ
る
一
冊
で
あ
る
。
エ
ン
ト

ロ
ピ
ー
と
聞
い
て
、「
い
ま
さ
ら
」
と
思
え
る
人
な

ら
相
当
に
得
る
と
こ
ろ
が
あ
る
だ
ろ
う
。�

（�

蕨
餅 

）

�

（
一
一
〇
頁　

税
込
一
六
二
〇
円　

5
月
刊
）

自
由
間
接
話
法
と
は
何
か

平
塚
徹
編

ひ
つ
じ
書
房

　
「
自
由
間
接
話
法
」

―
こ
の
言
葉
か
ら
し

て
わ
か
り
に
く
そ
う

な
響
き
で
あ
る
。
本

書
の
タ
イ
ト
ル
を
読

む
と
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
疑
問
と
し
て
心
に
浮
か
び
そ

う
に
も
な
る
。
し
か
し
名
前
を
聞
い
た
こ
と
が
な
く

と
も
、
こ
れ
は
読
書
好
き
、
特
に
小
説
を
読
む
の
が

好
き
な
人
に
と
っ
て
は
よ
く
出
会
う
も
の
な
の
だ
。

ま
ず
は
名
称
を
覚
え
て
ほ
し
い
。

　

小
説
の
文
章
中
で
は
登
場
人
物
の
せ
り
ふ
が
カ
ギ

カ
ッ
コ
に
入
っ
て
い
た
り
、
そ
の
心
理
が
地
の
文
、

つ
ま
り
カ
ギ
カ
ッ
コ
に
入
っ
て
い
な
い
文
に
「
○
○

は
〜
と
思
っ
た
」
と
い
う
よ
う
に
書
か
れ
て
い
た
り

す
る
。
そ
れ
ら
は
話
法
と
呼
ば
れ
る
小
説
の
書
き
方

の
一
種
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
地
の
文
に
お
い
て

「
○
○
は
思
っ
た
」
と
い
う
語
り
手
の
説
明
な
し
に

心
理
が
独
白
の
よ
う
な
形
で
書
か
れ
る
部
分
、
そ
れ

を
自
由
間
接
話
法
と
呼
ぶ
。
さ
て
、
そ
の
部
分
は
一

体
誰
の
視
点
か
ら
見
て
把
握
さ
れ
描
写
さ
れ
た
心
理

な
の
か
？　

語
り
の
主
語
が
「
私
」
で
進
ん
で
い
く

一
人
称
小
説
の
場
合
と
、
三
人
称
小
説
の
場
合
で
は

話
法
の
働
き
に
違
い
が
あ
る
の
か
？　

本
書
で
は
豊

富
な
文
例
を
示
し
つ
つ
研
究
者
た
ち
が
こ
の
問
題
に

取
り
組
ん
で
い
く
。
し
か
し
、
終
わ
り
の
な
い
推
理

小
説
の
よ
う
に
、
自
由
間
接
話
法
の
仕
組
み
と
働
き

の
謎
解
き
は
縺
れ
て
曖
昧
に
な
っ
て
い
く
。
そ
の
曖

昧
さ
こ
そ
が
小
説
世
界
の
奥
深
さ
を
作
る
と
も
い
え

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

小
説
を
読
む
際
に
は
ス
ト
ー
リ
ー
や
登
場
人
物
の

心
理
な
ど
描
か
れ
て
い
る
世
界
の
中
の
様
子
に
注
目

し
て
し
ま
い
が
ち
だ
が
、
そ
れ
を
表
現
し
て
い
る
描

写
の
仕
方
に
注
意
を
向
け
る
の
も
面
白
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
難
解
だ
が
御
一
読
あ
れ
。�

（�

ね
こ 

）

�

（
二
一
二
頁　

税
込
三
四
五
六
円　

2
月
刊
）
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か
つ
て
、
国
際
機

関
か
ら
日
本
の
社
会

科
学
が
政
策
に
ほ
と

ん
ど
役
立
っ
て
い
な

い
と
批
判
さ
れ
た
こ

と
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
当
時
、
社
会
科
学
が

活
用
さ
れ
て
い
る
と
持
て
囃
さ
れ
た
事
例
で
あ
る
某

国
で
は
、
科
学
的
根
拠
を
露
骨
に
軽
視
す
る
指
導
者

が
誕
生
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、

政
策
に
活
用
さ
れ
る
べ
き
エ
ビ
デ
ン
ス
が
提
供
さ
れ

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
エ
ビ
デ
ン
ス
を
得
る

た
め
の
手
段
と
し
て
本
書
が
提
示
す
る
の
が
実
験
・

行
動
経
済
学
・
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
知
見
で
あ
る
。

　

著
者
ら
は
、
我
が
国
で
初
め
て
と
な
る
大
規
模
な

フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
を
行
い
、
い
か
な
る
政
策
が
効
果

的
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
内
容
は
本
書

で
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
精
緻
な
実
験
デ
ザ

イ
ン
に
裏
打
ち
さ
れ
た
エ
ビ
デ
ン
ス
は
、
今
後
の
政

策
策
定
に
お
い
て
活
用
さ
れ
る
べ
き
重
要
な
知
見
で

あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
本
書
で
示
さ
れ
て

い
る
事
例
か
ら
垣
間
見
え
る
人
間
の
性
分
も
実
に
興

味
深
い
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド・エ
コ
ノ
ミ
ク
ス

フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
・
行
動
経
済
学
・
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
が
拓
く
エ
ビ
デ
ン
ス
政
策

依
田
高
典
、田
中
誠
、伊
藤
公
一
朗
著　

有
斐
閣

　

先
の
批
判
か
ら
三
〇
年
以
上
が
経
過
し
、
未
だ
に

状
況
は
改
善
し
て
い
な
い
と
い
う
見
方
も
あ
る
。
む

し
ろ
、
世
界
的
に
見
れ
ば
状
況
は
悪
化
し
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
。
科
学
的
根
拠
よ
り
も
「
感
情
」
が
重

視
さ
れ
、「
ポ
ス
ト
真
実
」
な
る
言
葉
が
躍
る
よ
う

な
時
代
。
そ
ん
な
中
に
あ
っ
て
、
真
摯
な
科
学
的
姿

勢
が
社
会
を
よ
く
す
る
と
い
う
力
強
い
希
望
が
示
さ

れ
た
本
書
が
世
に
出
た
意
義
は
大
き
い
。
経
済
学
者

に
よ
る
著
作
で
は
あ
る
が
、
内
容
は
「
人
間
」
の
行

動
変
容
を
科
学
的
に
解
明
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

文
理
問
わ
ず
、
幅
広
い
読
者
に
読
ま
れ
る
べ
き
一
冊

で
あ
る
。�

（�

投
稿
・
藪
池 

）

�

（
二
二
二
頁　

税
込
三
〇
二
四
円　

5
月
刊
）

シ
ュ
タ
イ
ナ
ー 

根
源
的
霊
性
論

バ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド・
ギ
ー
タ
ー
と
パ
ウ
ロ
の
書
簡

ル
ド
ル
フ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
著

高
橋
巖
訳　

春
秋
社

　

本
書
は
ル
ド
ル

フ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー

が
ま
さ
に
人
智
学
協

会
を
立
ち
上
げ
た
時

期
で
あ
る
一
九
一
二

年
末
か
ら
翌
年
始
に
か
け
て
行
っ
た
五
日
間
に
わ
た

る
連
続
講
義
の
記
録
で
あ
る
。
講
義
で
は
古
代
イ
ン

ド
の
哲
学
詩
『
バ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド
・
ギ
ー
タ
ー
』
と

「
パ
ウ
ロ
書
簡
」
を
比
較
し
、
人
智
学
の
も
と
に
両

者
を
総
合
す
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。

　
『
バ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド
・
ギ
ー
タ
ー
』
は
ヴ
ェ
ー
ダ
と

サ
ー
ン
キ
ヤ
哲
学
、
ヨ
ー
ガ
と
い
う
古
代
イ
ン
ド
に

お
け
る
三
つ
の
精
神
潮
流
の
有
機
的
統
一
と
し
て
捉

え
ら
れ
る
。
そ
し
て
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
は
驚
く
べ
き
大

胆
さ
で
、
各
思
想
を
キ
リ
ス
ト
教
に
結
び
つ
け
て
解

釈
し
て
い
く
。
た
と
え
ば
ヴ
ェ
ー
ダ
に
お
け
る
創
造

の
コ
ト
バ
は
ロ
ゴ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
、
サ
ー
ン
キ
ヤ

哲
学
に
お
け
る
存
在
の
形
態
の
合
法
則
性
は
ユ
ダ
ヤ

の
律
法
に
、
ヨ
ー
ガ
に
お
け
る
霊
へ
の
敬
虔
な
帰
依

は
キ
リ
ス
ト
の
復
活
へ
の
信
仰
に
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応

す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

無
論
、
両
者
の
間
に
横
た
わ
る
差
異
も
見
逃
さ
れ

な
い
。
一
方
で
ヴ
ェ
ー
ダ
に
よ
れ
ば
、
外
界
の
物
質

は
マ
ー
ヤ
ー
（
幻
影
）
で
あ
る
。
他
方
で
キ
リ
ス
ト

教
の
神
は
創
造
主
と
し
て
被
造
物
を
肯
定
し
た
と
さ

れ
る
。
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
は
マ
ー
ヤ
ー
を
ル
シ
フ
ァ
ー

に
誘
惑
さ
れ
る
人
間
の
魂
の
条
件
と
す
る
こ
と
で
両

者
を
総
合
し
、
人
間
と
し
て
の
謙
虚
さ
と
自
己
認
識

を
人
智
学
の
理
想
と
し
て
掲
げ
る
の
で
あ
る
。

　

シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
独
特
の
オ
カ
ル
ト
な
歴
史
観
や
霊

性
進
化
論
、「
二
人
の
イ
エ
ス
」
説
な
ど
を
ど
の
よ

う
に
受
け
と
め
る
か
、
と
い
う
厄
介
な
問
題
は
あ
る

も
の
の
、
そ
れ
ら
を
括
弧
に
入
れ
て
も
興
味
深
く
読

め
る
刺
激
的
な
思
想
書
で
あ
る
。�

（�

霊
人 

）

�

（
二
六
〇
頁　

税
込
二
七
〇
〇
円　

4
月
刊
）



綴　　　　葉 2017. 8. 10

12

死
者
と
苦
し
み
の
宗
教
哲
学

宗
教
哲
学
の
現
代
的
可
能
性

佐
藤
啓
介
著

晃
洋
書
房

　

キ
リ
ス
ト
教
な
ど

の
実
定
宗
教
が
そ
の

効
力
を
日
々
、
失
っ

て
い
る
よ
う
な
実
感

は
ど
ん
な
人
で
も
あ

る
だ
ろ
う
。
い
わ
ゆ
る
宗
教
の
世
俗
化
で
あ
る
。
し

か
し
世
俗
化
を
経
た
後
で
も
、
我
々
に
は
宗
教
と
言

え
る
か
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
宗
教
的
な
も
の
が
残
っ

て
、
経
験
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
著
者
が
言
う
、

悪
・
死
者
・
苦
し
み
と
い
う
経
験
で
あ
る
。

　

ま
ず
著
者
は
悪
と
い
う
も
の
に
は
自
ら
が
そ
れ
を

な
す
と
い
う
こ
と
の
他
に
悪
を
被
る
と
い
う
経
験
も

あ
る
と
言
う
。
他
人
に
悪
い
こ
と
を
さ
れ
た
り
し
て
、

憎
し
み
や
恨
み
の
ゆ
え
に
復
讐
を
し
た
り
、
逆
に
そ

の
相
手
を
赦
し
た
り
す
る
。
そ
の
ど
う
し
よ
う
も
な

い
煩
悶
は
ま
さ
に
宗
教
的
救
済
が
求
め
ら
れ
る
経
験

で
あ
る
。
ま
た
我
々
は
大
多
数
の
人
々
を
弔
っ
た
碑

な
ど
で
死
者
に
出
会
い
う
る
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
死

者
が
地
縛
霊
な
ど
の
よ
う
に
限
定
さ
れ
た
場
所
で
し

か
出
会
い
得
な
い
存
在
と
い
う
こ
と
だ
。
し
か
し
著

者
は
災
害
や
事
故
な
ど
が
我
々
の
身
近
で
起
こ
る
よ

う
に
、
我
々
は
非
限
定
的
に
い
つ
で
も
死
者
に
出
会

い
う
る
の
で
は
な
い
か
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
、
苦

し
み
は
自
ら
の
不
幸
や
悲
し
み
を
嘆
く
経
験
で
あ
る
。

し
か
し
著
者
い
わ
く
そ
の
よ
う
な
苦
し
み
を
受
け
入

れ
き
れ
な
い
と
き
が
必
ず
あ
る
。
な
ぜ
こ
の
私
が
、

と
い
う
や
り
よ
う
の
な
い
抗
議
の
声
で
あ
る
。
最
終

的
に
は
神
を
も
含
め
た
誰
に
も
向
け
よ
う
の
な
い
抗

議
で
も
あ
る
。
そ
の
経
験
は
伝
統
的
宗
教
が
逃
し
て

い
た
宗
教
的
な
も
の
で
あ
る
。

　

8
月
に
は
お
盆
な
ど
が
あ
り
、
我
々
が
宗
教
的
な

も
の
に
出
会
う
機
会
は
目
白
押
し
で
あ
る
。
そ
ん
な

と
き
に
本
書
を
読
ん
だ
ら
い
つ
も
と
違
う
8
月
を
過

ご
せ
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
。�

（�

う
い
ろ
う 

）

�

（
二
一
二
頁　

税
込
三
一
三
二
円　

4
月
刊
）

デ
カ
ル
ト
医
学
論
集

ル
ネ
・
デ
カ
ル
ト

法
政
大
学
出
版

　

コ
ギ
ト
を
第
一
原

理
と
す
る
世
界
認

識
・
直
交
座
標
及
び

数
式
の
表
記
法
の
構

築
・
エ
ー
テ
ル
の
渦

を
動
力
と
す
る
宇
宙
論
な
ど
、
も
は
や
人
口
に
膾
炙

し
た
理
論
に
加
え
、
デ
カ
ル
ト
は
医
学
に
も
精
通
し
、

一
七
世
紀
と
い
う
西
洋
医
学
の
過
渡
期
に
お
い
て
、

数
編
の
医
学
論
を
遺
し
た
。

　

ガ
レ
ノ
ス
の
医
学
体
系
・
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
解
剖

図
版
・
ボ
ア
ン
の
解
剖
学
書
・
ハ
ー
ヴ
ィ
の
血
液
循

環
論
な
ど
、
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
古
典
文
献
か
ら

当
時
の
最
新
医
学
論
ま
で
を
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
に
読
解

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
医
学
の
基
本
的
足
場
を
構
成
し

た
デ
カ
ル
ト
は
、
同
時
に
解
剖
学
書
の
記
述
の
真
偽

を
検
証
す
る
た
め
に
書
物
か
ら
距
離
を
取
り
、
牛
・

羊
・
鳥
な
ど
の
動
物
を
自
ら
の
手
で
実
際
に
解
剖
し
、

諸
器
官
の
配
置
及
び
脳
や
心
臓
の
作
動
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
自
ら
の
眼
で
精
緻
に
掌
握
す
る
こ
と
に
心
血
を
注

い
だ
が
、
そ
う
し
た
探
求
は
彼
の
機
械
論
的
世
界
観

に
結
実
し
て
い
く
も
の
で
あ
っ
た
。
形
而
上
学
を
構

成
す
る
と
こ
ろ
の
ペ
ン
を
形
而
下
の
事
物
を
分
析
す

る
と
こ
ろ
の
メ
ス
に
持
ち
替
え
る
こ
と
で
、
一
時
的

に
身
体
と
い
う
視
座
か
ら
真
理
に
接
触
す
る
こ
と
に

切
り
替
え
た
と
思
し
き
デ
カ
ル
ト
に
と
っ
て
、
医
学

は
哲
学
上
の
方
法
の
一
つ
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

全
知
へ
の
情
熱
を
以
て
自
由
に
境
界
線
を
跨
ぎ
、

あ
ち
こ
ち
に
確
か
な
足
跡
を
残
し
て
い
く
知
的
身
軽

さ
と
天
才
性
を
改
め
て
考
え
、
人
間
デ
カ
ル
ト
の
思

考
の
タ
イ
プ
は
、
現
代
に
お
い
て
も
な
お
カ
リ
ス
マ

性
に
溢
れ
て
い
る
と
感
じ
た
。
読
了
後
、『
方
法
序

説
』
を
バ
イ
ブ
ル
に
し
て
い
た
十
数
年
前
の
自
分
を

思
い
出
し
、
数
日
間
デ
カ
ル
ト
著
作
集
を
読
み
耽
っ

て
し
ま
っ
た
。
デ
カ
ル
ト
は
偉
大
だ
。�（�

投
稿
・
雲 

）

�

（
三
一
七
頁　

税
込
五
一
八
四
円　

3
月
刊
）
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現
代
思
想
の
名
著
30仲

正
昌
樹
著

ち
く
ま
新
書

未
来
の
年
表

人
口
減
少
日
本
で
こ
れ
か
ら
起
き
る
こ
と

河
合
雅
司
著 

講
談
社
現
代
新
書

隕
石

迷
信
と
驚
嘆
か
ら
宇
宙
化
学
へ

マ
テ
ュ
ー
・
グ
ネ
ル
著 

白
水
社
文
庫
ク
セ
ジ
ュ

　

日
本
で
こ
れ
か
ら
起
こ
る
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人

口
減
少
の
問
題
は
、
い
っ
た
い
ど
う
な
る
の
か
と
具

体
的
に
考
え
た
こ
と
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。
そ
の
避
け

よ
う
の
な
い
問
題
の
現
実
を
具
体
的
に
年
表
に
ま
で

し
て
つ
き
つ
け
て
く
る
の
が
本
書
で
あ
る
。

　

少
子
高
齢
化
へ
の
対
策
が
様
々
行
わ
れ
て
は
い
る

が
、
こ
の
現
象
を
完
全
に
止
め
る
こ
と
は
不
可
能
で

あ
る
。
本
書
に
示
さ
れ
て
い
る
未
来
の
年
表
は
運
命

的
に
起
こ
る
現
実
で
あ
る
。
例
え
ば
、
二
〇
四
二
年

に
は
高
齢
者
人
口
が
約
四
千
万
人
に
到
達
し
、
今
よ

り
勤
労
世
代
が
千
二
百
万
人
減
る
。
日
本
で
は
僅
か

三
〇
年
以
内
に
こ
の
よ
う
な
歪
な
社
会
が
実
現
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

　

だ
が
、
本
書
の
肝
は
そ
の
よ
う
な
暗
い
未
来
へ
の

対
策
を
立
て
る
こ
と
だ
。
そ
れ
は
「
戦
略
的
に
縮

む
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
働
き
手
不
足
解
消
の
た

め
に
二
四
時
間
営
業
を
や
め
る
な
ど
と
い
っ
た
拡
大

路
線
を
捨
て
る
こ
と
で
あ
る
。
少
子
高
齢
化
は
確
実

に
起
こ
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
そ
れ
に
対
処
す
る
に
は

こ
う
す
る
他
な
い
。
現
実
か
ら
目
を
逸
ら
さ
ず
に
こ

の
状
況
を
憂
い
、
未
来
を
担
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
た
ち
に
本
書
を
薦
め
た
い
。�

（�

う
い
ろ
う 

）
�

（
二
〇
八
頁　

税
込
八
二
一
円　

6
月
刊
）

　

一
九
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
に
か
け
て
、
哲
学

を
含
む
人
文
科
学
全
体
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
思

潮
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
思
想
」
で

あ
り
ま
た
の
名
を
「
現
代
思
想
」
と
言
っ
た
。
本
書

は
そ
の
概
説
書
で
あ
る
。
ま
ず
筆
者
は
現
代
思
想
を

「
デ
カ
ル
ト
に
始
ま
る
、
主
体
や
自
我
を
中
心
に
備

え
た
近
代
哲
学
の
枠
組
み
を
解
体
す
る
思
考
の
系

譜
」
と
定
義
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
、
構
造
主
義
、

現
象
学
、
文
化
的
他
者
論
な
ど
六
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
類
し
、
各
グ
ル
ー
プ
で
五
人
の
有
名
な
哲
学
者
を

取
り
上
げ
、
一
人
に
つ
き
一
冊
の
代
表
作
を
選
ん
で

そ
の
概
要
を
ま
と
め
て
い
る
。
本
書
は
極
め
て
平
易

な
語
り
口
で
書
か
れ
、
そ
の
記
述
も
要
点
を
つ
い
て

お
り
、
私
の
よ
う
な
初
学
者
に
は
最
適
だ
ろ
う
。

　

だ
が
こ
う
い
っ
た
概
説
書
を
読
む
上
で
よ
り
大
切

な
の
は
、
そ
れ
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
自
身
の
思
考
に

応
用
し
た
り
、
そ
れ
を
取
っ
掛
か
り
に
し
て
原
典
へ

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
な
ど
、
主
体
的
な
更
な
る
学

び
へ
と
つ
な
げ
て
ゆ
く
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、

哲
学
と
い
う
広
大
か
つ
豊
穣
な
知
的
大
海
に
帆
を
広

げ
漕
ぎ
出
だ
す
上
で
、
本
書
は
優
れ
た
海
図
に
な
る

は
ず
だ
。�

（�

投
稿
・
は
む 

）

�

（
二
八
六
頁　

税
込
九
五
〇
円　

6
月
刊
）

　

ヒ
ト
の
歴
史
の
中
で
、
隕
石
は
ど
の
よ
う
に
捉
え

ら
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
書
は
、
隕
石
の
宇
宙

科
学
に
お
け
る
重
要
性
、
そ
の
も
た
ら
し
た
学
術
的

進
歩
だ
け
で
な
く
、
古
代
か
ら
近
代
に
亘
る
隕
石
解

釈
の
歴
史
に
も
触
れ
た
概
略
書
だ
。

　

科
学
的
側
面
か
ら
は
、
必
要
な
知
識
の
紹
介
に
始

ま
り
、
隕
石
の
分
類
、
宇
宙
か
ら
の
飛
来
に
際
す
る

物
理
学
的
現
象
へ
の
言
及
、
貴
重
な
宇
宙
か
ら
の
サ

ン
プ
ル
と
し
て
の
隕
石
と
そ
こ
か
ら
解
明
さ
れ
た
事

実
な
ど
が
述
べ
ら
れ
る
。
現
在
も
進
行
し
続
け
て
い

る
太
陽
系
生
成
の
過
程
に
隕
石
か
ら
の
知
見
が
ど
の

よ
う
に
活
用
さ
れ
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
、
大
ま
か

な
知
識
が
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
隕
石
と
い
う
非
常
に
特
異
的
な
現
象
が
ど

の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
、
現
在
の
よ
う
な
理
解
に
至
っ

た
の
か
を
述
べ
た
二
章
の
存
在
が
本
書
の
特
徴
か
も

し
れ
な
い
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
プ
リ
ニ
ウ
ス
な
ど

錚
々
た
る
名
が
並
ぶ
。
西
洋
で
は
一
八
世
紀
末
に
至

る
ま
で
宇
宙
か
ら
の
飛
来
が
信
じ
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
と
い
う
点
も
非
常
に
印
象
的
だ
。
も
し
隕
石
の
飛

来
を
目
撃
し
た
ら
、
僕
達
は
ど
の
よ
う
に
振
る
舞
う

べ
き
な
の
か
、
本
書
を
読
ん
で
学
ぼ
う
。�

（�

ト
ロ 

）

�

　
（
一
四
七
頁　

税
込
一
二
九
六
円　

5
月
刊
）

新書コーナー
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最近読んだ本

生
命
の
自
然
の
微
生
物
的
ル
ー
ツ

　
《
人
間
界
と
植
物
界
は
共
通
す
る
主
題
を
持
つ
―
―
微
生
物
と
の
活
発
な
伝

達
と
交
流
だ
》《
微
生
物
が
土
壌
の
健
康
と
人
間
の
健
康
の
両
方
に
果
た
す
き

わ
め
て
重
要
な
役
割
が
明
ら
か
に
な
っ
た
今
…
…
》《
私
た
ち
は
、
生
態
学
者

の
精
神
、
園
芸
家
の
気
配
り
、
医
師
の
技
術
を
あ
わ
せ
持
つ
必
要
が
あ
る
》。

《
は
っ
き
り
言
っ
て
、
現
代
の
農
業
と
医
療
の
中
心
に
あ
る
慣
行
は
多
く
が
完

全
に
道
を
誤
っ
て
い
る
》。

　

原
題
は
、「
自
然
の
隠
れ
た
半
分
―
―
生
命
と
健
康
の
微
生
物
的
由
来
」。
本

書
の
話
題
が
ま
た
が
る
分
野
は
多
岐
に
わ
た
る
。
農
学
、
地
質
学
、
土
壌
生
態

学
、
医
学
、
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
、
微
生
物
学
。
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
、
あ
ら

ゆ
る
人
が
読
む
べ
き
で
あ
り
且
つ
読
め
ば
必
ず
利
が
あ
る
、
そ
う
簡
単
に
は
見

つ
か
ら
な
い
本
の
一
冊
で
あ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
請
け
合
え
る
。

　

副
題
に
も
あ
る
よ
う
に
、
ま
た
以
前
紹
介
し
た
『�

あ
な
た
の
体
は
9
割
が
細

菌 

』（
河
出
書
房
新
社
、
本
誌
№
3
5
3
）
に
お
け
る
の
と
同
じ
く
、
本
書
の

主
役
は
、
微
生
物
と
そ
の
生
態
圏
（
し
か
し
本
書
で
は
土
壌
の
、
そ
し
て
内
臓

の
）
で
あ
る
。
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
以
降
の
微
生
物
学
は
、
人
間
身
体

の
栄
養
摂
取
機
能
や
免
疫
系
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
独
自
の
ゲ
ノ
ム
を
持
っ
た
数
百

万
種
も
の
共
生
微
生
物
と
の
複
雑
で
密
接
な
協
力
関
係
の
な
か
で
漸
く
調
子
を

保
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
我
々
の
生
命
や
自
然
に
つ
い
て
の
従
来

の
理
解
そ
の
も
の
が
、
根
底
か
ら
問
い
直
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
最
近
で
は
こ
の
分

野
の
一
般
書
も
相
次
い
で
出
版
・
翻
訳
さ
れ
て
お
り
、
本
書
も
そ
の
流
れ
の
中

に
あ
る
。
著
者
夫
婦
の
専
門
が
地
球
科
学
と
環
境
生
物
学
で
あ
る
こ
と
は
、
一

見
本
書
の
不
利
点
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
邦
題
に
も
反
映
さ
れ

て
い
る
本
書
の
射
程
の
大
き
さ
と
一
般
書
と
し
て
の
価
値
は
、
ま
さ
に
そ
の
よ

う
に
別
の
分
野
の
専
門
家
が
独
特
の
（
文
明
史
的
規
模
の
？
）
視
点
か
ら
微
生

物
学
と
土
壌
生
態
学
の
展
開
と
成
果
を
博
捜
し
て
架
橋
し
、
物
語
の
よ
う
に
読

み
易
い
調
子
で
語
り
お
ろ
し
て
く
れ
て
い
る
点
に
由
来
す
る
。

　

根
と
腸
―
―
微
生
物
と
の
繋
が
り
に
お
け
る
こ
の
両
者
の
連
関
が
本
書
の
中

心
テ
ー
マ
で
あ
る
。
こ
の
選
択
は
恣
意
的
な
も
の
で
は
な
い
。
我
々
の
生
存
に

欠
か
せ
な
い
腸
内
細
菌
の
餌
と
な
る
植
物
は
、
主
に
根
を
介
し
た
土
壌
中
の

様
々
な
細
菌
の
協
力
を
得
て
は
じ
め
て
栄
養
豊
富
に
育
つ
こ
と
が
で
き
る
。
土

壌
は
い
わ
ば
植
物
の
腸
で
あ
り
、
植
物
の
健
康
は
こ
の
「
根
圏
」
の
微
生
物
生

態
系
の
豊
か
さ
に
懸
か
っ
て
い
る
の
だ
。
土
壌
に
ど
れ
ほ
ど
化
学
肥
料
を
施
し

て
も
、
微
生
物
に
よ
る
保
護
が
な
け
れ
ば
植
物
は
病
原
菌
耐
性
が
弱
く
、
ま
た

栄
養
価
も
低
い
ま
ま
育
っ
て
し
ま
う
。
弱
い
作
物
を
守
る
た
め
に
新
た
に
農
薬

が
必
要
に
な
り
、
そ
れ
が
ま
す
ま
す
土
壌
を
「
死
な
せ
て
」
し
ま
う
と
い
う
悪

循
環
が
、
現
代
の
農
業
を
蝕
ん
で
い
る
と
著
者
は
指
摘
す
る
。
そ
し
て
同
じ
よ

う
な
微
生
物
生
態
系
の
軽
視
は
、
医
療
に
も
共
通
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
植

物
に
せ
よ
人
間
に
せ
よ
、
生
命
は
個
体
で
は
生
き
ら
れ
な
い
の
だ
。

　

現
代
の
主
流
の
農
学
や
医
学
の
枠
組
み
の
歴
史
（
そ
れ
は
基
本
的
に
身
体
や

自
然
を
生
態
学
的
に
見
る
こ
と
を
不
可
能
に
し
て
き
た
）
も
物
語
調
で
紹
介
さ

れ
、
勉
強
に
な
る
し
読
み
物
と
し
て
楽
し
い
。
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
な
ど
、
経
験
に

裏
づ
け
ら
れ
た
エ
ッ
セ
イ
風
の
記
述
も
好
感
が
も
て
る
。�

（�

投
稿
・
犬 

）

土
と
内
臓

微
生
物
が
つ
く
る
世
界

デ
イ
ビ
ッ
ド
・
モ
ン
ト
ゴ
メ
リ
ー
、

ア
ン
・
ビ
ク
レ
ー
著　
片
岡
夏
実
訳

築
地
書
館
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地政学への誘い

地
政
学
に
学
ぶ
、人
間
の
営
み
と
争
い
の
構
図

　
「
地
政
学
」
―
―
最
近
書
店
に
行
く
と
、
こ
の
仰
々
し
い
三
文
字
が
ど
う
も

目
に
付
く
。
地
政
学
が
流
行
す
る
の
は
、
国
際
情
勢
が
き
な
臭
い
時
で
あ
る
。

そ
ん
な
時
代
に
あ
っ
て
、
愚
直
に
平
和
を
唱
え
る
こ
と
で
危
機
を
回
避
で
き
る

と
考
え
る
人
も
い
る
。
地
政
学
は
そ
の
逆
だ
。
戦
争
に
備
え
る
こ
と
で
し
か
、

平
和
は
維
持
で
き
な
い
。
評
者
は
基
本
的
に
後
者
に
同
調
す
る
が
、
地
政
学
は

同
時
に
、
人
間
が
戦
争
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
理
由
も
教
え
て
く
れ
る
の
で
は
な

い
か
？　

今
回
は
初
学
者
の
た
め
の
導
入
本
を
紹
介
し
つ
つ
、
地
政
学
を
単
な

る
軍
事
戦
略
で
は
な
く
、
あ
る
種
の
「
人
間
学
」
と
し
て
描
い
て
い
き
た
い
。

　
地
政
学
を
学
ぶ
意
味
―
―
「
地
理
の
囚
人
」
と
し
て
の
人
間
社
会

　

ま
ず
紹
介
し
た
い
の
が
、
テ
ィ
ム
・
マ
ー
シ
ャ
ル
著
『�

恐
怖
の
地
政
学
―
―

地
図
と
地
形
で
わ
か
る
戦
争
・
紛
争
の
構
図 
』（
さ
く
ら
舎
）
で
あ
る
。
た
だ

し
、
こ
の
邦
題
は
本
書
の
性
格
を
正
確
に
表
し
て
い
な
い
た
め
、
原
題
を
付
し

て
お
く
。Prisoners�of�Geography

―
―
『
地
理
の
囚
人
』
と
い
っ
た
と
こ
ろ

か
。
学
問
的
に
深
い
洞
察
を
施
す
よ
り
も
、
世
界
各
地
の
紛
争
状
況
を
地
理
的

知
識
に
基
づ
き
淡
々
と
記
し
た
本
書
は
、
次
の

こ
と
を
教
え
る
。
す
な
わ
ち
、
い
く
ら
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
が
進
歩
し
よ
う
と
も
、
人
間
に
と
っ
て

の
地
理
的
制
約
は
決
し
て
無
効
と
な
ら
な
い
。

人
間
は
永
遠
に
「
地
理
の
囚
人
」
な
の
で
あ
る
。

　
地
政
学
の
出
発
点
―
―
人
類
史
の
補
助
線
と
し
て

　

こ
こ
で
古
典
を
一
冊
。
哲
学
に
お
け
る
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
経
済
学
に
お
け
る
ア

ダ
ム
・
ス
ミ
ス
…
…
あ
ら
ゆ
る
学
問
に
は
そ
の
祖
と
さ
れ
る
人
物
が
い
る
が
、

地
政
学
に
お
い
て
は
マ
ッ
キ
ン
ダ
ー
が
そ
の
人
で
あ
る
。『�

マ
ッ
キ
ン
ダ
ー
の

地
政
学
―
―
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
理
想
と
現
実 

』（
原
書
房
）
を
紹
介
し
よ
う
。

今
日
「
地
政
学
」
と
言
え
ば
軍
事
戦
略
と
結
び
つ
け
ら
れ
が
ち
だ
が
、
本
書
の

読
者
は
そ
れ
が
元
来
人
類
史
を
紐
解
く
強
力
な
補
助
線
だ
っ
た
こ
と
を
知
る
。

マ
ッ
キ
ン
ダ
ー
は
、
世
界
史
を
人
間
と
地
理
が
織
り
な
す
物
語
と
し
て
芸
術
的

に
描
い
た
。
本
書
は
も
は
や
一
つ
の
歴
史
文
学
と
も
言
う
べ
き
名
著
で
あ
る
。

　
経
済
と
地
政
学
―
―
人
間
の
営
み
と
争
い
の
源
泉

　

と
こ
ろ
で
、
地
政
学
の
祖
・
マ
ッ
キ
ン
ダ
ー
が
活
躍
し
た
の
は
二
〇
世
紀
前

半
、
世
界
が
二
度
の
大
戦
を
経
験
し
て
い
く
時
代
だ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
地
政

学
は
そ
の
始
ま
り
か
ら
戦
争
と
向
き
合
う
た
め
の
学
問
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
に
し
て
も
人
は
な
ぜ
戦
争
を
す
る
の
だ
ろ
う
か
？　

神
野
正
史
著
『�

地
政
学

で
よ
く
わ
か
る
！

世
界
の
紛
争
・
戦
争
・
経
済
史 

』（
コ
ス
ミ
ッ
ク
出
版
）、

そ
し
て
宮
路
秀
作
著
『�

経
済
は
地
理
か
ら
学
べ
！ 

』（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）

を
紹
介
し
よ
う
。
人
間
社
会
は
自
然
の
恵
み
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
が
、

そ
の
恵
み
、
例
え
ば
天
然
資
源
の
賦
存
な
ど
は
地
理
的
に
不
均
一
で
あ
る
。
近

年
の
紛
争
史
を
紐
解
く
前
者
の
書
は
、
そ
ん
な
資
源
の
不
平
等
分
布
が
各
国
の

生
存
戦
略
を
介
し
て
紛
争
へ
と
発
展
し
て
い
く
様
を
描
く
。
先
の
太
平
洋
戦
争

の
項
を
読
め
ば
、
そ
れ
が
単
な
る
軍
部
の
暴
走
な
ど
で
は
な
く
、
当
時
の
世
界

経
済
を
所
与
と
し
た
日
本
の
生
存
戦
略
だ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
後
者
の
書
に
お
い
て
は
、
今
日
の
世
界
経
済
に
あ
っ
て
も
尚
、
各
国
は

自
ら
の
地
理
的
条
件
の
も
と
各
々
の
生
存
戦
略
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
世
界
は
依
然
と
し
て
潜
在
的
紛
争
状
態
に
あ
る
の
だ
。

　

地
政
学
が
描
く
人
間
像
…
…
そ
れ
は
、
地
理
的
制
約
の
も
と
懸
命
に
自
ら
の

生
活
を
営
む
一
方
、
時
に
そ
れ
が
不
十
分
で
あ
る
が
故
、
地
理
的
条
件
の
も
と

互
い
に
争
う
ち
っ
ぽ
け
な
存
在
で
あ
る
。
そ
ん
な
人
間
の
不
完
全
さ
を
自
覚
す

る
こ
と
、
そ
こ
に
地
政
学
を
学
ぶ
意
義
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。�

（�

い
の 

）
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読
者
か
ら
ひ
と
こ
と

○
今
回
の
問
題
、
悩
み
ま
し
た
。
よ
く
自
転
車
で
通

る
の
で
、
こ
ぎ
や
す
さ
か
ら
選
ん
で
み
た
つ
も
り
で

す
。�

（�

農
学
部
・
バ
リ 

）

―
―
今
回
の
問
題
は
難
し
か
っ
た
で
す
ね
！　

個
人

的
に
は
、
グ
ー
〇
ル
で
調
べ
て
も
す
ぐ
に
は
わ
か
ら

な
い
問
題
を
作
り
た
い
と
常
日
頃
思
っ
て
い
る
の
で

す
が
、
そ
の
典
型
の
よ
う
な
い
い
問
題
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

○
そ
ろ
そ
ろ
純
文
学
が
恋
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

特
集
も
組
ん
で
も
ら
え
る
と
嬉
し
い
で
す
。

�

（�

工
学
部
・
た
そ 

）

―
―
最
近
、
小
説
の
書
評
も
増
え
て
き
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
僕
た
ち
と
し
て
も
、
夏
休
み
は
後
期
の
特

集
を
決
め
て
い
く
期
間
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
純
文

学
、
提
案
し
て
み
ま
す
ね
。

○
『
知
的
生
産
の
技
術
』
の
評
に
明
ら
か
な
誤
り

（
×
Ｂ
6
版
→
〇
Ｂ
6
判
）
が
あ
っ
た
。「
書
籍
」
の

紹
介
で
あ
る
し
、
厳
し
い
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
だ
と
思

う
。�

（�

財
務
部
・
よ
っ
さ
ん 

）

―
―
ご
指
摘
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
当
に
、

書
籍
を
相
手
に
す
る
冊
子
と
し
て
恥
ず
べ
き
誤
り
で
、

恥
じ
入
る
ば
か
り
で
す
。
今
後
、
校
正
に
念
を
入
れ

て
一
同
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
今
後
と
も
綴
葉
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

（�

ト
ロ 

）

　「言葉というものは、人々の頭に滲透して
限りなく多様な抵抗を受ける電流の様なもの
だ。この抵抗こそ言葉というものの現実的な
意味である。」今回の特集で紹介した「Xへ
の手紙」のなかで、小林秀雄はこう言ってい
ます。本が無数にある以上、読書とはそれ自
体すでに奇蹟的な体験ですが、そこで出会わ
れる言葉と内容が知的で感性的な刺激をもた
らすなら、これほどの幸せはないでしょう。
　さて、本の愉しみ、言葉の豊かさを、私の
好きな詩人はこんなふうに表現しています。
　「本のページが植物でできているのは不思
議だ／ことばの基底材は植物の繊維なのだ」
（松浦寿輝『afterward』思潮社）。太陽エネ
ルギーはやがて電気エネルギーに変換され、
どんな新しい世界を産み出すのでしょうか。
　今月号より編集委員を務めるにあたり、読
書という奇蹟を仲立ちできる喜びをかみしめ
つつ願うこと、それは、地球の周る音を聴き
ながら光と闇のくりかえしを呼吸してきた、
そんな言葉たちとぶつかり合えますように。
そして、私の書き綴る言葉が、多少なりとも
電荷を帯びてくれていますように、というこ
とです。よろしくお願い致します。�（�春海 ）

当てよう！図書カード編集後記
　夏至から日にちが経って少しずつ昼間が短
くなってきたような気もしますが、さて、京
都と札幌で日の出の時刻がほぼ同じになるの
は次のうちいつでしょう？

1．春分
2．夏至
3．秋分
4．冬至
� （�ねこ ）

《応募方法》読者カードに答えを書いて生協
のひとことポストに入れてください（または
e-mail:teiyo@s-coop.net）。正解者の中から抽
選で 5名の方に図書カードを進呈いたします。
締切りは 10 月 16 日です。

5 月号の解答
　5月号「地球と太陽との距離が最も短いの
は何月？」の解答は、1．一月でした。北半
球に住んでいるとちょっと意外に思う答えか
もしれません。応募者 20 名中 17 名の方が正
解でした。図書カードの当選者は、がちまい
さん、G.A. さん、KURENAI さん、ヨッシー
さん、るんさん（順不同）です。おめでとう
ございます。� （�蕨餅 ）


